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都市は劇場であり、劇場は都市である
都市は、人生の喜怒哀楽が繰り広げられる舞台であり、都市そのものが劇場である

そこで生まれる芸術文化は感動や創造性につながり、都市そのものを作っていく―
「劇場都市」は、そこで生み出される文化芸術活動とそのドラマを紹介していきます
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群馬県出身の落語家

落語の基礎知識
Interview

古今亭 駒子

見て、聞いて、笑って楽しむ！
身近な大衆文化・落語の世界

▲大劇場を象徴する、栗梅色のテラコッタタイルの壁面。
　栗梅色は、江戸時代から使われていた色彩で、「栗色の梅染」が略されたもの。



3 2vol.12 落語をを聞く

4
5
0
年
以
上
親
し
ま
れ
て
き
た

落
語
と
寄
席
の
は
じ
ま
り

落
語
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
話
芸
で
、
噺

の
最
後
に「
オ
チ（
サ
ゲ
）」が
付
く
の
が
特

徴
で
あ
る
。
歌
舞
伎
や
能
と
い
っ
た
伝
統
芸

能
と
違
っ
て
、
落
語
は
落
語
家
が
一
人
で
何

役
も
演
じ
な
が
ら
会
話
形
式
で
噺
を
繰
り
広

げ
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
だ
け
で
観
客
を
魅
了
す

る
。
特
別
な
衣
装
や
舞
台
装
置
な
ど
も
な

く
、
演
者
の
技
巧
と
聴
き
手
の
想
像
力
だ
け

で
い
つ
の
間
に
か
噺
の
世
界
へ
と
誘
わ
れ
て

い
く
、
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
身
近
な
芸
能
で

あ
る
。

落
語
の
起
源
は
、
室
町
時
代
末
期
か
ら
安

土
桃
山
時
代
に
か
け
て
戦
国
大
名
に
仕
え
て

き
た
、「
御お

と
ぎ
し
ゅ
う

伽
衆
」と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
。
彼

ら
は
学
者
や
茶
人
、
僧
侶
な
ど
で
あ
る
こ
と

が
多
く
、
大
名
の
教
養
と
娯
楽
の
た
め
に
話

し
相
手
に
な
っ
た
り
世
情
を
伝
え
た
り
す
る

役
目
を
担
っ
て
い
た
。

江
戸
時
代
に
入
り
、
銭
を
取
っ
て
聴
衆
た

ち
に
噺
を
聞
か
せ
る「
辻
噺
」や「
屋
敷
噺
」

が
流
行
し
、
大
阪
で
は
米
沢
彦
八
、
京
都
で

は
露
の
五
郎
兵
衛
、
江
戸
で
は
鹿
野
武
左
衛

門
な
ど
が
活
躍
。
こ
う
し
て
寄
席
が
誕
生
し

た
の
で
あ
る
。
人
々
の
生
活
に
密
着
し
て
い

き
、
大
衆
文
化
と
な
っ
た
。

普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉

―
。

話
を
効
果
的
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
を
指
す

「
オ
チ
」
や
、
最
後
に
登
場
す
る
こ
と
を
「
ト

リ
」、
一
番
力
量
の
あ
る
人
を
表
す「
真
打
」。

数
百
年
以
上
使
わ
れ
続
け
て
い
る
こ
う
し
た

言
葉
は
落
語
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

受
け
継
が
れ
る
亭
号
屋
号
（
流
派
）

亭
号
屋
号
と
は
、
落
語
家
の
芸
名（
高
座

名
）の
う
ち
、
名
字
に
あ
た
る
部
分
。
林
家

や
柳
家
の
よ
う
に「
家
」が
付
く
も
の
と
、

三
遊
亭
、
春
風
亭
の
よ
う
に「
亭
」が
付
く

も
の
が
多
く
、
桃
月
庵
、
蜃
気
楼
と
い
っ
た

ど
ち
ら
も
付
か
な
い
も
の
も
あ
る
。
入
門
し

た
弟
子
は
基
本
的
に
師
匠
の
亭
号
屋
号
を
名

乗
る
が
、
ま
れ
に
同
じ
一
門
の
人
が
か
つ
て

名
乗
っ
て
い
た
芸
名
を
継
承
し
た
り
、
新
し

い
芸
名
を
名
乗
っ
た
り
す
る
人
も
い
る
。

寄
席
と
は

落
語
は
主
に「
寄
席
」と
呼
ば
れ
る
場
所

で
行
わ
れ
て
い
る
。
寄
席
と
は
、
演
芸
が
専

門
に
行
わ
れ
て
い
る
劇
場
、
ま
た
は
演
芸
場

の
こ
と
。
落
語
に
限
ら
ず
、
色
物
と
呼
ば
れ

る
漫
才
、
手
品
、
音
楽
漫
談
、
曲
芸
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
寄
せ

集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が「
寄
席
」と
い
う
呼

び
名
の
由
来
で
あ
る
。
寄
席
の
中
で
も
、
ほ

ぼ
一
年
中
休
み
な
く
落
語
中
心
の
興
行
が

行
わ
れ
て
い
る
場
所
を「
落
語
定
席
」と
呼

び
、
都
内
で
は「
上
野 

鈴
本
演
芸
場
」「
新

宿
末
廣
亭
」「
浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
」「
池
袋
演

芸
場
」が
日
々
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

近
年
は
二
ツ
目
専
用
の
寄
席
と
し
て「
神
田

連
雀
亭
」や「
巣
鴨
獅
子
座
」が
開
館
。
二
ツ

目
が
芸
を
磨
く
場
と
し
て
、
特
に
落
語
通
の

間
で
愛
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
都
内
だ
け
で

な
く
各
地
域
で
も
、
演
芸
会
や
独
演
会
と

い
っ
た
地
方
寄
席
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

寄
席
に
み
る
高
崎
の
歴
史

『
新
編　

高
崎
市
史　

通
史
編
４
』
に

は
、「
こ
れ
ら
の
高
崎
の
寄
席
状
況
に
つ
い

て（
明
治
）十
年
十
二
月
の『
郵
便
報
知
新

聞
』に
よ
れ
ば
、「
芝
居
は
田
町
の
藤
守
座
、

新
町
の
岩
井
座
等
に
て
皆
櫓
を
上
げ
た
り
、

寄
席
は
七
軒
新
紺
屋
町
に
ハ
軽
業
を
興
行
せ

り
」と
あ
っ
て
、
寄
席
の
盛
ん
な
様
子
を
伝

え
て
い
る（
8
9
0
ペ
ー
ジ
）」と
あ
る
。
明

治
31
年
に
は
、
新
紺
屋
町
に
松
田
亭（
後
に

睦
花
亭
）が
設
立
さ
れ
、
義
太
夫
、
落
語
な

ど
の
興
業
が
催
さ
れ
た
が
、
昭
和
の
初
め
に

閉
館
し
た
。9
7
5
ペ
ー
ジ
に
は
、
大
正
九

年
四
月
に
本
格
的
な
劇
場
と
し
て
新
紺
屋
町

に
高
崎
劇
場
が
開
業
し
、
演
劇
、
舞
踊
、
寄

席
、
音
楽
の
他
、
各
種
大
会
に
利
用
さ
れ
た

と
あ
る
。
後
に
映
画
が
大
衆
娯
楽
の
地
位
を

確
立
す
る
と
、
高
崎
劇
場
は
、
東
宝
映
画
劇

場
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

高
崎
で
の
寄
席
は
衰
退
を
た
ど
っ
た
が
、

落
語
の
灯
は
消
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
現

在
も
本
県
か
ら
落
語
家
や
目
指
す
人
が
出
て

い
た
り
、
落
語
会
が
行
わ
れ
て
い
た
り
す

る
。2
0
0
8
年
に
は「
全
国
都
市
緑
化
ぐ

ん
ま
フ
ェ
ア
」の
一
環
と
し
て
、
期
間
限
定

の
落
語
定
席「
高
崎
扇
亭
」が
開
館
し
、
大

盛
況
を
収
め
た
。
高
崎
芸
術
劇
場
や
高
崎
シ

テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
各

地
の
施
設
で
定
期
的
に
落
語
会
な
ど
を
開

催
。 「
シ
リ
ー
ズ
高
崎
寄
席
」と
銘
打
っ
て
、

過
去
に
は「
新
町
演
芸
館
」や「
新
春
市
民
寄

席
」が
、
現
在
は「
よ
し
い
演
芸
館
」と「
新

録
の
会
」が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

高崎まちなか寄席の様子
高崎まちなか寄席・高崎扇亭（2008年
全国都市緑化ぐんまフェア）

幕末の三題噺全盛期に描かれた高座風景。三題
噺とはお客さんに三つの言葉を出してもらい、
その言葉を噺に登場させ一席にまとめること

初
代
・
三
遊
亭
圓
朝
が
つ
な
い
だ

落
語
と
高
崎

テ
レ
ビ
番
組「
笑
点
」で
水
色
の
着
物
を

着
て
い
る
落
語
家
と
言
え
ば
、
三
遊
亭
小
遊

三
。
実
は
彼
の
着
物
の
紋
は「
高
崎
扇
」と

い
う
高
崎
に
縁
の
あ
る
紋
な
の
で
あ
る
。

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
初

代
・
三
遊
亭
圓
朝
と
い
う
落
語
家
が
い
た
。

圓
朝
は
、
現
・
沼
田
市
に
実
在
し
た
人
物
が

モ
デ
ル
の「
塩
原
多
助
一
代
記
」、
伊
香
保

温
泉
や
四
万
温
泉
な
ど
が
出
て
く
る
人
情
噺

「
霧き

り

陰が
く
れ
い
か
ほ
の
ゆ
け
む
り

伊
香
保
湯
煙
」な
ど
、
群
馬
に
ち
な

ん
だ
数
々
の
落
語
を
生
み
出
し
た
近
代
落
語

の
祖
で
も
あ
る
。
天
保
10（
1
8
3
9
）年

に
東
京
で
生
ま
れ
た
圓
朝
に
は
、
高
崎
藩

藩
士
の
菩
提
寺「
是
照
院
」で
住
職
を
す
る

義
兄
が
い
た
。
こ
の「
是
照
院
」の
紋
だ
っ

た「
高
崎
扇
」が
義
兄
の
思
い
出
と
と
も
に

深
く
心
に
刻
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た

扇
は
末
広
が
り
で
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
、
落

語
家
に
と
っ
て
も
大
切
な
小
道
具
の
一
つ
。

こ
れ
ら
に
起
因
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
、
自
身

の
紋
に
し
た
い
と
圓
朝
は
高
崎
藩
に
申
し
出

た
。
そ
の
願
い
を
聞
き
入
れ
た
の
が
当
時
の

藩
主
・
大
河
内
輝て

る
な聲
で
、
自
身
が
着
て
い
た

羽
織
を
贈
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
三
遊
派
の
落
語
家

た
ち
に
は
高
座
に
上
が
る
際
、「
高
崎
扇
」の

紋
付
を
着
用
し
て
い
る
人
が
い
る
。「
圓
朝

ゆ
か
り
の
地
・
高
崎
」と
い
わ
れ
る
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
そ
ん
な
圓
朝
と
高
崎
藩

主
の
心
の
交
流
が
あ
っ
た
。

初代・三遊亭圓朝の肖像
三遊亭円朝 著 ほか『円朝全集』
卷の一,春陽堂,大正15. 国立国
会図書館デジタルコレクション
https://dl.ndl.go.jp/pid/1882378

（参照 2023-09-12）

大河内家の『三扇』の紋
「三つ雁木扇」で通称「高崎扇」
と呼ばれている

「
あ
は
は
は
っ
！
」

　
落
語
家
の
噺
は
な
し

に
、
大
き
な
笑
い
声
が
起

き
る
。
己
の
声
と
仕
草
、
使
う
道
具
は
扇

子
と
手
ぬ
ぐ
い
の
二
つ
。
こ
れ
ら
を
巧
み

に
操
り
、
会
場
の
視
線
を
一
心
に
集
め
る
。

　
7
月
30
日
、吉
井
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た

「
よ
し
い
演
芸
館 

夏
公
演 

2
0
2
3
」。

群
馬
県
出
身
の
真
打
・
古
今
亭
駒
子
さ
ん

や
、
高
崎
市
出
身
で
ラ
ジ
オ
高
崎
の
番
組

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
務
め
る
林
家
つ
る

子
さ
ん
ら
が
出
演
し
、
大
入
り
の
会
場
を

楽
し
ま
せ
た
。

　
老
若
男
女
問
わ
ず
楽
し
め
る
大
衆
文
化

の
落
語
。
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
面
白
い
。

　
今
号
で
は
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い

高
崎
と
の
縁
、
落
語
の
歴
史
、
基
礎
知
識

な
ど
を
落
語
家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
交

え
て
紹
介
す
る
。

［
参
考
文
献
］

「
お
は
な
し
高
崎
人
物
伝
」吉
永
哲
郎

「
三
遊
亭
圓
朝
」永
井
啓
夫

「
第
25
回 

全
国
都
市
緑
化
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア 

花
と
緑
の
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ぐ
ん
ま
2
0
0
8
　
公
式
記
録
」第
25
回
全
国
都

市
緑
化
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

「
新
編
　
高
崎
市
史
」

「
大
衆
芸
能
編 

寄
席
」文
化
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

https://w
w
w
2.ntj.jac.go.jp/dglib/contents/learn/edc20/index.

htm
l（

参
照 

2
0
2
3-

0
9-

1
2
）

「
落
語
は
じ
め
の
一
歩
」公
益
財
団
法
人 

落
語
芸
術
協
会
　

https://w
w
w
.geikyo.com

/beginner/index.htm
l（

参
照 

2
0
2
3-

0
9-

1
2
）

「
近
代
高
崎
1
5
0
年
の
精
神 

高
崎
人
物
風
土
記 

大
河
内

輝
聲
」高
崎
新
聞

http://w
w
w
.takasakiw

eb.jp/takasakigaku/jinbutsu/article/12.
php

（
参
照 

2
0
2
3-

0
9-

1
2
）

「春
しゅんしょく

色三題噺」
春
は る の や

廼家幾
いくひさ

久編／一
いっけい

恵齋
さい

芳
よしいく

幾画 東京都立図書館蔵

落
語
を

聞
く

見て、聞いて、笑って楽しむ！

身近な大衆文化・落語の世界
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小
道
具
の
使
い
方

扇
子
と
手
ぬ
ぐ
い
は
必
需

品
。
基
本
的
に
こ
の
二
つ
で
、
あ

ら
ゆ
る
も
の
を
表
現
し
ま
す
。

着
物
着
用
に
つ
い
て

男
着
物
を
着
ま
す
。
女
性
の
落
語
家

は
噺
の
登
場
人
物
に
合
わ
せ
て
、
女
着

物
を
選
ぶ
場
合
も
あ
り
ま
す
。
色
や
柄

は
落
ち
着
い
た
も
の
が
多
い
で
す
。
二

ツ
目
に
な
る
と
紋
付
の
羽
織
や
は
か
ま

の
着
用
が
許
さ
れ
、
正
式
な
場
で
は
一

門
の
紋
が
入
っ
た
着
物
を
着
ま
す
。
そ

れ
以
外
で
は
、
家
紋
や
遊
び
紋
の
着
物

を
選
ぶ
人
も
い
ま
す
。

落
語
を
楽
し
む
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

気
軽
に
聞
き
に
来
て
ほ
し
い
で
す
。

落
語
は
難
し
そ
う
、
予
備
知
識
が
な
い

と
分
か
ら
な
い
か
も
と
思
う
人
が
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
ま
さ
れ
た
と
思
っ
て
一
歩
踏

み
出
し
て
。
服
装
も
普
段
着
で
大
丈
夫

で
す
。「
て
や
ん
で
ぃ
！
べ
ら
ぼ
う
め
！
」

と
い
っ
た
江
戸
っ
子
口
調
は
出
て
き
ま
す

が
、
今
の
分
か
る
言
葉
で
話
し
ま
す
。
昔

も
今
も
笑
う
感
覚
や
感
動
す
る
気
持
ち

は
同
じ
。
そ
れ
を
感
じ
ら
れ
る
の
が
落
語

の
一
番
の
魅
力
で
す
。

同
じ
噺
で
も
落
語
家
に
よ
っ
て
印
象
が

違
っ
て
き
ま
す
。
最
近
は「
推
し
活
」と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
寄
席

に
通
い
自
分
好
み
の
落
語
家
を
見
つ
け
る

の
も
楽
し
み
方
の
一
つ
。「
落
語
は
難
し
い

も
の
」と
身
構
え
ず
に
、
ま
ず
は
気
軽
に

落
語
に
触
れ
て
ほ
し
い
で
す
！

噺
の
構
成

噺
は
マ
ク
ラ
・
本
題
・
オ
チ
で
構
成

さ
れ
ま
す
。
導
入
部
分
を
マ
ク
ラ
と
呼

び
、
観
客
が
自
然
と
噺
の
世
界
に
入
れ

る
よ
う
、
世
間
話
や
本
題
と
関
連
す
る

話
を
し
ま
す
。
噺
の
最
後
の
セ
リ
フ
を

オ
チ
、
ま
た
は
サ
ゲ
と
言
い
、
シ
ャ
レ

や
機
転
の
利
い
た
セ
リ
フ
で
締
め
く
く

り
ま
す
。
オ
チ
に
は
ダ
ジ
ャ
レ
で
落
ち

る
「
地
口
オ
チ
」
や
、
考
え
れ
ば
腑
に

落
ち
る
「
考
え
オ
チ
」
な
ど
十
数
種
類

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

落
語
の
階
級
と
は

江
戸
落
語
に
は
「
前
座
」「
二
ツ
目
」

「
真
打
」、
三
つ
の
階
級
が
あ
り
ま
す
。

前
座
…
見
習
い
修
業
を
し
、
楽
屋
入
り

が
認
め
ら
れ
た
人
。
寄
席
で
は
最
初
に

出
演

二
ツ
目
…
前
座
の
次
の
位
で
、
寄
席
で

は
二
番
目
に
出
演
。
羽
織
や
は
か
ま
の

着
用
、
自
分
の
出
囃ば
や
し子
を
持
つ
こ
と
が

許
さ
れ
る

真
打
…「
師
匠
」と
呼
ば
れ
る
最
高
位
。

弟
子
が
取
れ
る
。
一
般
的
に
昇
進
ま
で

15
～
16
年
。
寄
席
で
ト
リ
を
務
め
る
立

場
。
昔
は
ろ
う
そ
く
の
火
で
演
芸
場
を

照
ら
し
て
お
り
、
最
後
に
消
し
た（
＝

芯
を
打
っ
た
）こ
と
が
語
源
と
言
わ
れ

て
い
る
。

高
座
・
高
座
返
し
と
は

演
芸
を
行
う
舞
台
を
指
す「
高
座
」。

前
座
が
次
の
演
者
の
た
め
に
準
備
す
る

こ
と
を
「
高
座
返
し
」
と
言
い
、
メ
ク

リ
と
呼
ば
れ
る
演
者
の
名
前
が
書
か
れ

た
紙
を
返
し
た
り
、
演
者
が
入
れ
替
わ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
座
布
団
を
裏
返
し
て

師
匠
の
羽
織
や
湯
飲
み
を
片
付
け
た

り
し
ま
す
。「
お
客
さ
ま
と
の
縁
の
切

れ
目
が
な
い
よ
う
に
」
と
ゲ
ン
を
担
い

で
、
座
布
団
は
縫
い
目
の
な
い
辺
を
客

席
に
向
け
て
置
き
ま
す
。

林
家
つ
る
子
が
解
説
す
る

落
語
を
見
る
前
に
知
っ
て
お
く
と

よ
り
楽
し
め
る
基
礎
知
識

現
在
寄
席
に
出
演
し
て
い
る

二
ツ
目
・
真
打
の
落
語
家
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

林家 つる子／Tsuruko Hayashiya
古典落語の滑稽噺から人情噺、新作落語にも取
り組み、新しい目線から落語を描き直す試み
にも意欲的で、古典落語「芝浜」や「子別れ」「紺
屋高尾」の登場人物であるおかみさんや花魁を
主人公にし、その視点から古典落語を描く挑
戦は、NHK総合「目撃！にっぽん」、日本テレビ

「NEWS ZERO」、「文藝春秋」等、各種メディア
に取り上げられた。群馬県内の活動として、上州
事変に力を入れている他、ぐんま観光特使、高崎
アンバサダー、ぐんまの地酒大使を務める

扇子を筆に見立てて持ち、反対
側の手は体の前に添え机を表
現。目線に気を付けながら上か
ら下へ向かって動かす。

手
紙
を
書
く

箸で持ち上げ蕎麦の長さを見せ
るのがポイント。お椀を持つ手
も崩さないように。

蕎
麦
を
食
べ
る

煙管に見立てた扇子をくわえ、
灰や火種が落ちないように、袖
に手を添える。

煙
草
を
吸
う

手ぬぐいでお財布を表現。銭や
紙幣を取り出す際の指先の所作
に注意。

お
財
布

男
着
物

女
着
物

【日時】 10/29（日）14:00開演（13:30開場）
【会場】 吉井文化会館
【出演】 春風亭柳雀（真打）、林家つる子、三遊亭花金、三遊亭ぐんま
　　　 入船亭扇ぱい、林家喜之輔（紙切り）

【料金】 全席自由 1,000円
【チケット】 高崎市施設プレイガイド
　　　　　（右記QRコード）で発売中（電話・窓口のみ）

【問い合わせ先】 吉井文化会館 TEL:027-387-3211

シリーズ高崎寄席 よしい演芸館 2023 秋公演

1972年生まれ。甘楽郡出身。2003
年古今亭菊千代に入門。04年前座
となる。前座名「ちよりん」。07年二
ツ目昇進。18年真打昇進。「駒子」に
改名。

古
こ こ ん て い

今亭 駒
こ ま こ

子（真打）

1984年生まれ。吾妻郡出身。2003
年桂幸丸に入門。07年二ツ目昇
進。18年真打昇進。

桂
かつら

 夏
なつまる

丸（真打）

1970年生まれ。富岡市出身。94
年古今亭寿輔に入門。前座名「錦之
輔」。98年二ツ目昇進。2008年真
打昇進、六代目「古今亭今輔」を襲
名。

古
こ こ ん て い

今亭 今
いますけ

輔（真打）

1962年生まれ。伊勢崎市出身。79
年春風亭柳朝に入門。84年二ツ目
昇進。96年真打昇進。

春
しゅんぷうてい

風亭 勢
せいちょう

朝（真打）

1951年生まれ。邑楽郡出身。70年
立川談志に入門。前座名「寸志」。
75年二ツ目昇進。「談四楼」に改
名。83年立川流真打昇進。

1953年生まれ。前橋市出身。74年
立川談志に入門。前座名「立川談
Q」。78年二ツ目昇進。「談之助」に
改名。92年真打昇進。

1958年生まれ。前橋市出身。86年
三遊亭円楽に入門。89年二ツ目昇
進。92年真打昇進。

三
さんゆうてい

遊亭 竜
りゅうらく

楽（真打） 立
たてかわ

川 談
だ ん の す け

之助（真打） 立
たてかわ

川 談
だ ん し ろ う

四楼（真打）

1952年生まれ。安中市出身。77年
古今亭志ん朝に入門。前座名「志ん
坊」。81年二ツ目昇進。「志ん上」と
改名。93年真打昇進。2002年志
ん朝他界に伴い、九代目桂文楽に
入門。「桂ひな太郎」と改名。

桂
かつら

 ひな太
た ろ う

郎（真打）

1985年生まれ。渋川市出身。2015
年三遊亭白鳥に入門。16年前座と
なる。20年二ツ目昇進。上州事変
メンバー。

1990年生まれ。前橋市出身。2013
年柳家小里んに入門。14年前座と
なる。前座名「小多け」。18年二ツ
目昇進。「小もん」に改名。上州事変
メンバー。

1987年生まれ。高崎市出身。2010
年林家正蔵に入門。11年前座と
なる。15年⼆ツ⽬昇進。24年3月
21日真打昇進決定。上州事変メン
バー。

1986年生まれ。前橋市出身。2011
年立川志らくに入門。16年二ツ目
昇進。上州事変メンバー。

三
さんゆうてい

遊亭 ぐんま（二ツ目） 柳
やなぎや

家 小
こ

もん（二ツ目） 立
たてかわ

川 がじら（二ツ目） 林
はやしや

家 つる子
こ

（二ツ目）

群
馬
県
出
身
の
落
語
家

落
語
の
基
礎
知
識

【日時】 11/11（土）13:30開演（12:30開場）
【会場】 高崎芸術劇場 スタジオシアター
【出演】 林家つる子、江戸家猫八（特別ゲスト）
【料金】 全席自由 2,500円（当日3,000円）
【チケット】 高崎市施設プレイガイド
　　　　　（右記QRコード）で発売中

【問い合わせ先】 林家つる子後援会
　　　　　　    TEL:080-5910-5507

林家つる子落語会 其の拾弐

登
場
人
物
の
演
じ
分
け

顔
や
体
の
向
き
で
複
数
の
登
場
人
物

を
演
じ
分
け
る
こ
と
を「
上か
み
し
も下
を
切
る
」

と
言
い
ま
す
。
身
分
の
高
い
人
物
は
下

手
（
客
席
か
ら
見
て
左
）
を
、
身
分
の

低
い
人
は
上
手
（
客
席
か
ら
見
て
右
）

を
向
い
て
話
し
ま
す
。
子
供
は
上
目
遣

い
、
女
将
さ
ん
は
襟
元
に
指
先
を
添
え

る
、
侍
は
腰
に
手
を
当
て
り
り
し
い
顔

を
す
る
な
ど
、
目
線
や
し
ぐ
さ
も
人
物

を
表
す
の
に
重
要
で
す
。

市内で行われる、県内出身の落語家が出演する寄席・落語会Information

身
分
の
高
い
人

身
分
の
低
い
人

群馬県内全35市
町村を巡り落語会
を開催する落語家
ユニット。

上州事変とは？
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―
落
語
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

高
校
ま
で
群
馬
県
甘
楽
町
に
住
ん
で
い
ま

し
た
が
、
当
時
は
今
と
違
っ
て
映
画
館
や
演

劇
、
ラ
イ
ブ
を
見
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
が
近

く
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
上
京
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
自
分
の
意
志
で
い
ろ
ん
な

も
の
を
見
て
み
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
映

画
・
演
劇
・
お
笑
い
ラ
イ
ブ
な
ど
、
い
ろ
ん

な
公
演
に
足
を
運
ぶ
中
で
「
寄
席
」
に
出
会

い
ま
し
た
。
会
社
勤
め
を
し
て
い
た
20
代
後

半
の
頃
で
す
。
落
語
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
知
っ

て
は
い
た
ん
で
す
が
。
初
め
て
訪
れ
た
演
芸

場
は
、
ち
ょ
っ
と
入
り
づ
ら
い
場
所
に
あ
り

ま
し
た
。
入
る
と
舞
台
の
上
に
座
布
団
が
あ

る
だ
け
。
出
て
き
た
人
が
そ
の
上
に
座
っ
て

喋
り
出
す
。
舞
台
と
客
席
と
の
距
離
が
近

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
話
し
手
の
人
間
性
ま
で

伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
…
。
他
に
は
な
い
面

白
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
す
っ
か
り
落
語
に
ハ

マ
っ
て
し
ま
い
、
夜
間
、
休
日
に
は
寄
席
や

落
語
会
に
足
し
げ
く
通
い
、
図
書
館
で
本
や

C
D
を
借
り
る
な
ど
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
メ
デ
ィ
ア
を
通
さ
ず
に
見
る
生
も
の
っ

て
お
客
さ
ん
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
届
き
ま
す
。

良
し
悪
し
は
本
人
が
決
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
が

良
く
て
、
電
波
に
は
乗
せ
ら
れ
な
い
面
白
い

世
界
に
魅
了
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

落
語
家
へ
の
道
を
決
め
た

師
匠
・
菊
千
代
と
の
出
会
い

寄
席
に
通
う
中
で
、
師
匠
の
古
今
亭
菊
千

代
に
出
会
い
ま
し
た
。
落
語
は
話
し
手
の
内

面
が
に
じ
み
出
る
も
の
で
す
。
特
に
古
典
落

語
は
演
者
に
よ
っ
て
伝
わ
り
方
が
異
な
る
と

こ
ろ
が
醍
醐
味
。
同
じ
噺
で
も
師
匠
の
高
座

に
は
優
し
い
人
柄
が
に
じ
み
出
て
い
て
、
人

間
性
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。「
こ
の
人
の

弟
子
に
な
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ

た
ん
で
す
よ
ね
。

私
は
入
門
を
考
え
た
の
が
30
歳
だ
っ
た
の

で
、
す
ご
く
悩
み
ま
し
た
。
安
定
し
た
収
入

が
一
切
な
く
な
る
し
、
み
ん
な
が
「
食
え
な

い
よ
」
と
い
う
業
界
に
入
っ
て
良
い
も
の
か

な
っ
て
。
で
も
あ
る
朝
、
会
社
に
遅
刻
し
そ

う
に
な
っ
て
走
っ
て
い
た
ら
肉
離
れ
を
起
こ

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
激
痛
を
こ

ら
え
て
出
社
し
て
、
ふ
と
思
い
ま
し
た
。

「
今
回
は
肉
離
れ
だ
か
ら
ま
だ
良
か
っ
た
け

ど
、
事
故
や
病
気
で
死
ん
で
い
た
ら
？
」っ

て
。
落
語
家
に
挑
戦
し
な
い
ま
ま
の
人
生

だ
っ
た
ら
き
っ
と
後
悔
す
る
と
思
い
「
大
変

な
道
で
も
挑
戦
し
て
み
よ
う
」
と
決
め
た
ん

で
す
。

入
門
前
に
師
匠
は
、
会
う
機
会
を
何
度
か

作
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
良
か
っ
た
こ
と
も
苦

し
か
っ
た
こ
と
も
含
め
て
こ
れ
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
を
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。「
決
し
て
楽
な
世
界
で
は
な
い
け
れ

ど
、
気
持
ち
が
変
わ
ら
な
い
な
ら
」
と
弟
子

に
と
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。
師
匠
に
と
っ
て

弟
子
は
私
一
人
だ
け
な
ん
で
す
。
一
人
前
の

落
語
家
に
な
っ
て
ほ
し
い
気
持
ち
が
あ
る
か

ら
で
し
ょ
う
。
修
業
は
本
当
に
厳
し
か
っ

た
。
噺
は
も
ち
ろ
ん
、
楽
屋
の
し
き
た
り
か

ら
礼
儀
作
法
に
至
る
ま
で
、
親
身
に
な
っ
て

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

―
女
性
師
匠
の
元
か
ら
女
性
真
打
が
誕

生
す
る
の
は
初
め
て
だ
と
伺
い
ま
し
た
。

そ
う
で
す
。
今
で
こ
そ
、
女
性
が
社
会
で

活
躍
す
る
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

1
9
9
3
年
に
、
う
ち
の
師
匠
が
三
遊
亭

歌
る
多
師
匠
と
と
も
に
、
落
語
会
初
の
女
性

真
打
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
2
0
1
8

年
に
、
女
性
師
匠（
菊
千
代
）が
育
て
た
女

性
の
弟
子（
駒
子
）が
真
打
に
昇
進
し
た
こ

と
は
、
落
語
界
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事
、

す
ご
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

実
は
昔
か
ら
、
頑
張
っ
て
い
た
女
性
の
落

語
家
は
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
結
婚
な
ど
の

諸
事
情
か
ら
志
半
ば
で
辞
め
て
し
ま
い
、
記

録
に
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
ん
で
す
が

…
。
私
が
真
打
に
な
っ
た
と
き「
駒
子
」と

改
名
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
昔
、
実
際
に
活

躍
し
た
落
語
家
の
名
前
な
ん
で
す
。
師
匠

は
、
五
代
目
・
古
今
亭
志
ん
生
の
孫
弟
子
に

あ
た
り
ま
す
が
、
そ
の
志
ん
生
師
匠
の
弟
子

に「
金か

ね
は
ら
の
こ
ま
こ

原
駒
子
」と
い
う
高
座
名
の
人
が
い

た
ん
で
す
。
師
匠
た
ち
が
、
女
性
落
語
家
の

真
打
昇
進
と
い
う
前
例
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
前
に
も
奮
闘
し
た
人
た
ち
が

い
た
。
有
名
無
名
含
め
、
頑
張
っ
て
こ
ら
れ

た
女
性
落
語
家
へ
の
敬
意
を
込
め
て
、
こ
の

「
駒
子
」と
い
う
名
を
も
ら
い
ま
し
た
。

高
崎
市
で
育
む
落
語
文
化

―
本
日
の
公
演
を
含
め
、
地
元
で
の
落

語
・
寄
席
に
つ
い
て
の
印
象
は
。

今
日
の
お
客
様
は
、
と
て
も
雰
囲
気
が
良

か
っ
た
で
す
ね
。
1
人
目
の
「
マ
ク
ラ
」
か

ら
明
る
く
笑
う
声
が
多
く
て
、
落
語
を
理
解

さ
れ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。
毎
年
公
演

を
続
け
て
き
た
こ
と
、
お
客
様
が
聞
き
続
け

て
く
れ
て
い
る
証
だ
と
思
い
ま
す
。

江
戸
落
語
は
お
座
敷
や
ま
ち
ご
と
の
寄
席

か
ら
発
展
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
の
で
、
大

き
な
ホ
ー
ル
に
加
え
て
、
地
域
で
の
寄
席
や

小
規
模
な
落
語
会
が
増
え
た
ら
い
い
で
す

ね
。
舞
台
と
客
席
の
距
離
が
近
く
な
る
と
お

客
様
の
顔
が
見
え
、
客
席
を
巻
き
込
ん
だ
り

大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
話
な
ん
か
を
挟
ん

だ
り
で
き
て
、
本
来
の
寄
席
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

落
語
会
を
開
催
す
る
っ
て
案
外
簡
単
な
ん

で
す
よ
。
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま

す
し
。
私
も
呼
ん
で
も
ら
え
た
ら
喜
ん
で
行

き
ま
す
（
笑
）。
落
語
好
き
な
人
は
、
ご
自

身
の
地
域
で
の
落
語
会
開
催
に
、
ぜ
ひ
挑
戦

し
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

落
語
を
楽
し
み
、
ラ
ク
に
生
き
る

―
落
語
の
楽
し
み
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

自
分
が
面
白
い
と
思
っ
た
ら
笑
う
こ
と
！

慣
れ
て
い
な
い
人
は
、
噺
が
難
し
い
と
思

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
も
寄
席
に
通
い

出
し
て
間
も
な
い
頃
に
は
「
何
で
こ
こ
で
笑

う
の
？
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
で

も
周
り
に
合
わ
せ
る
必
要
は
な
い
で
す
し
、

面
白
か
っ
た
ら
笑
っ
て
い
い
ん
で
す
。
だ
ん

だ
ん
面
白
さ
が
分
か
る
と
思
う
の
で
、
一
度

で
判
断
せ
ず
に
何
度
も
聞
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。「
面
白
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
一
生
懸
命
や
り
ま
す
の
で
、
末
永
く
落

語
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
生
活
に
与
え
る
落
語
文
化
の
面
白
さ

や
魅
力
と
は
。

表
現
す
る
も
の
に
制
限
が
な
い
と
こ
ろ
で

す
。
人
が
想
像
す
る
も
の
に
は
誰
も
規
制
が

で
き
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
厳
し
い
身
分

制
度
が
あ
っ
た
江
戸
時
代
に
磨
か
れ
た
こ
の

演
芸
は
、
理
不
尽
な
こ
と
や
辛
い
こ
と
、
悲

し
い
こ
と
を
全
て
“
笑
い
”
に
変
え
て
き
ま

し
た
。
本
来
は
言
え
な
い
こ
と
も
、
落
語
な

ら
し
ゃ
れ
の
範
囲
で
表
現
で
き
、
楽
し
め

る
。
そ
こ
が
落
語
の
す
ご
い
と
こ
ろ
で
、
一

番
の
魅
力
で
す
。

落
語
の
噺
に
は
「
自
由
な
人
」
が
た
く
さ

ん
出
て
き
ま
す
。
既
成
の
価
値
観
に
縛
ら
れ

な
い
彼
ら
の
生
き
方
を
お
手
本
に
し
た
ら
、

学
校
で
も
仕
事
で
も
社
会
で
も
、
今
よ
り

ち
ょ
っ
と
ラ
ク
に
生
き
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
落
語
か
ら
い
ろ
ん
な
価
値
観
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

―
最
後
に
、
高
崎
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
！
落
語
を
知
ら
な

い
の
は
人
生
で
損
し
て
ま
す
よ
。
先
入
観
に

と
ら
わ
れ
ず
、
ま
ず
は
一
度
見
に
来
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
で
き
る
だ
け
た

く
さ
ん
の
落
語
家
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

自
分
が
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
面
白
さ
に
出

会
え
る
と
こ
ろ
も
、
寄
席
の
楽
し
み
で
す
。

10
月
29
日
に
は
よ
し
い
演
芸
館
の
秋
公
演

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
県
内
出
身
の
林
家

つ
る
子
さ
ん
と
三
遊
亭
ぐ
ん
ま
さ
ん
が
出
演

し
ま
す
。
つ
る
子
さ
ん
は
来
年
3
月
に
真
打

へ
昇
進
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
地
元
出
身
者
の
大
き
な
門
出
を
応

援
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

古今亭 駒子／Kokontei Komako
1972年生まれ。群馬県甘楽郡甘楽町出身。群馬県立富岡東高等学校卒業、駒澤短大仏教科卒業後、会社員
を経て2003年師匠古今亭菊千代に30歳で入門。04年3月前座となる。前座名は「ちよりん」。07年ニツ
目に昇進、18年9月真打に昇進し、古今亭駒子と改名。東京都内寄席を中心に活動中。国内はもちろん、台
湾の台南市、中国の北京市・天津市・広州市、タイのバンコクなど外でも定期公演を開催。出囃子は「デイド
リーム・ビリーバー」。落語協会所属。東京在住。

吉井の夏の風物詩である「よしい演芸館夏公演2023」に出演した古今亭
駒子さん。県内出身の落語家としては初の女性真打です。久々の凱旋とな
る駒子さんに、自身が落語家を志したきっかけや、落語の楽しみ方などを
お聞きしました。

諸事万端を“笑い”に変える
              粋な文化に魅せられて―

古今亭 駒子
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防
災
情
報
局
と
し
て
の

「
ラ
ジ
オ
高
崎
」

ラ
ジ
オ
高
崎
の
開
局
は
1
9
9
7
年
の

4
月
1
日
。1
9
9
5
年
、
阪
神
淡
路
大
震

災
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
活
躍
を
き
っ

か
け
に
、
災
害
情
報
局
と
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
県
内
で
は
ラ
ジ
オ
高
崎
を
皮
切
り
に
、

F
M 

O
Z
E
、
エ
フ
エ
ム
き
り
ゅ
う
、
ま

え
ば
し
C
I
T
Y
エ
フ
エ
ム
、
エ
フ
エ
ム

太
郎
、
ラ
ヂ
オ
な
な
み
、
い
せ
さ
き
F
M

が
開
局
。
災
害
時
に
は
「
群
馬
県
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
放
送
協
議
会
」
と
し
て
連
携
し
、
7
局

一
丸
と
な
っ
て
防
災
情
報
を
発
信
す
る
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

高
崎
市
と
も
連
携
し
、
防
災
や
気
象
、
火

事
、
見
守
り
情
報
を
い
ち
早
く
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
計
画
停
電
時
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
放
送
し

ま
し
た
。
災
害
時
に
は
事
務
職
員
や
技
術
職

員
も
放
送
で
き
る
よ
う
に
訓
練
を
積
ん
で
い

ま
す
。
正
確
で
素
早
い
情
報
を
お
届
け
す
る

こ
と
が
、
市
民
の
安
心
安
全
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
常
に
寄
り
添
う

地
域
の
ラ
ジ
オ
局

ラ
ジ
オ
局
の
大
き
な
役
目
は
防
災
で
す

が
、
防
災
放
送
ば
か
り
で
は
緊
急
時
に
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
合
わ
せ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
エ
ン
タ
メ
要
素
の
あ
る
番
組
や
地
元
高

崎
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を
紹
介
す
る
番
組
を
放

送
し
、
日
頃
か
ら
ラ
ジ
オ
に
親
し
ん
で
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
も
少
人
数
で
小
さ
な
会
社
で
す

が
、
み
ん
な
、
高
崎
の
こ
と
が
大
好
き
で
、

地
域
に
密
着
し
た
多
様
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
に
放
送
さ
れ
る
番
組
は
90
％

以
上
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
番
組
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
と
し
て
高
崎
の
情
報
発
信
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。

高
崎
市
が
P
R
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
際
に

は
、
ラ
ジ
オ
の
中
継
ブ
ー
ス
を
設
置
し
て
特

別
番
組
を
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
高
崎

ま
つ
り
大
花
火
大
会
」
や
「
榛
名
山
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム 

in 

高
崎
」
で
は
Y
o
u
T
u
b
e

配
信
を
、
高
崎
芸
術
劇
場
と
コ
ラ
ボ
し
た

「
T-

S
h
o
t
シ
リ
ー
ズ
」
で
は
演
奏
会
を

生
中
継
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
放

送
の
枠
を
超
え
た
取
り
組
み
は
好
評
で
、
リ

ス
ナ
ー
さ
ん
か
ら
は
喜
び
の
声
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

F
M
は
電
波
に
雑
音
が
入
り
に
く
い
の

で
、
ク
リ
ア
な
音
質
を
楽
し
め
る
点
が
強
み

で
す
。
狭
い
範
囲
の
放
送
だ
か
ら
こ
そ
、
高

崎
や
周
辺
地
域
の
情
報
を
丁
寧
に
取
材
し
て

お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
的
な

放
送
に
な
ら
な
い
よ
う
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

知
り
た
い
情
報
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
、
魅

力
的
な
放
送
を
作
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。

25
年
間
の
放
送
を
支
え
る

技
術
の
変
遷

25
年
間
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
い
ろ
ん
な

変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
取
材
の
時

に
使
う
録
音
機
材
も
ず
い
ぶ
ん
様
変
わ
り
し

ま
し
た
ね
。
昔
は
D
A
T
と
い
う
肩
掛
け

の
機
械
に
マ
イ
ク
を
つ
な
い
で
取
材
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
も
今
で
は
小
さ
な
I
C

レ
コ
ー
ダ
ー
に
。
編
集
も
パ
ソ
コ
ン
上
で
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
す
ご
く
便
利
に
な
り

ま
し
た
。

2
0
1
3
年
に
は
ラ
ジ
オ
高
崎
の
専
用

ア
プ
リ
も
で
き
て
、
世
界
中
ど
こ
で
も
ア
プ

リ
を
通
じ
て
放
送
を
聞
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
最
近
で
は
ス
ペ
イ
ン
や
カ
ナ
ダ
、
韓

国
、
ス
イ
ス
か
ら
、
毎
週
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
て
く
だ
さ
る
リ
ス
ナ
ー
さ
ん
も
い
ま
す
。

水
曜
日
と
木
曜
日
の
番
組
「
Lラ
ブ
U
V
×

Cカ
ル
U
L
」
は
、
オ
ー
パ
外
壁
ビ
ジ
ョ
ン
で
生

放
送
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、N
H
K
の
番
組
「
ほ
っ
と
ぐ
ん
ま

6
3
0
」
で
は
ラ
ジ
オ
高
崎
の
生
放
送
中
の

ス
タ
ジ
オ
と
連
携
し
た
放
送
を
行
っ
て
い

ま
す
。
近
年
、“
ラ
ジ
オ
が
見
え
る
”
よ
う
に

な
っ
て
き
て
、
新
た
な
リ
ス
ナ
ー
さ
ん
が
増

え
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
放
送
し
か
な
か
っ
た
26

年
前
に
比
べ
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
ラ
ジ
オ
は
強
か
っ
た
で
す

▲開局前後に作成された当時のち
らし。放送内容や番組表、放送エリ
ア、番組制作費やスポットCMの
料金も掲載されている

地域の暮らしに　　　  で寄り添う
  “声”  

コミュニティFM
「ラジオ高崎ラジオ高崎」

1992年の第一号放送局の開局以来、全国300局以上へ局数が増えているコミュニティFM。他メディ
アと比較して、電力エネルギーの消費量を抑えながら地域の情報を伝達できるラジオは、災害時に力を
発揮する媒体として注目されています。
1997年に開局した「ラジオ高崎」は、防災情報から生活情報まで地域に根差したコミュニティFM局と

して四半世紀にわたって市民に愛されてきました。今回は開局以来活躍されている同局アナウンサーの
田野内明美さんに、ラジオ高崎のこれまでとメディアから見た高崎市についてお話いただきます。

田野内 明美／Akemi Tanouchi
株式会社ラジオ高崎執行役員放送局長、アナウンサ
ー。1997年の開局と同時に音楽番組を担当し、以降
さまざまな番組に出演する。ラジオ高崎夕方の帯番
組「Air Place」は、番組開始時から企画、プロデュー
スとして関わり、自らパーソナリティーも務める。心
地よく個性的で、ゆったりと刺激的な番組づくりが
モットー。最近では、イベント司会のほか、講演、テレ
ビ番組のナレーションなど、活躍の場を広げている。
2021年10月から高崎市教育委員。

オーパ外壁ビジョンで生放送の様子を放映 緊急地震速報受信時の際のコメント

毎週月〜金曜、午後4時から放送の「Air Place」では日替わりでゲストが登場

榛名山ヒルクライム in 高崎の実況放送（2023年）開局当時のラジオ高崎（1997年）

高崎駅構内サテライトスタジオでの放送
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が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
内
の
食
を
紹

介
し
て
き
た
番
組
「
高
崎
グ
ル
メ
ぐ
り
」
と
同

じ
シ
リ
ー
ズ
で
、
も
の
づ
く
り
の
職
人
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
技
術
や
商
品
を
紹
介
す
る

予
定
で
す
。
取
材
を
し
て
い
る
と「
人
の
力
で

ま
ち
が
で
き
て
い
る
」と
感
じ
ま
す
し
、
こ
の

ま
ち
の
皆
さ
ん
に
育
て
て
い
た
だ
い
た
ラ
ジ

オ
局
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

幅
広
い
世
代
に
愛
さ
れ

聴
く
人
を
笑
顔
に
す
る
ラ
ジ
オ
で

最
近
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ラ
ジ
オ
に
関
わ

る
取
り
組
み
も
増
え
て
い
ま
す
。
日
曜
日
の

番
組
「
わ
い
わ
い
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
」
に
は

ス
ポ
ー
ツ
を
頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が

登
場
。
子
ど
も
た
ち
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
体

験
し
て
も
ら
え
る
「
子
ど
も
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

教
室
」も
、
年
に
一
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
の
職
場
体
験
「
高
崎
市
や
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ク
」
も
積
極
的
に
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
自
身
が
企
画
か
ら
演

出
ま
で
考
え
る
番
組
作
り
体
験
は
特
に
好

評
。
実
際
に
ラ
ジ
オ
で
放
送
す
る
の
で
、
生

徒
た
ち
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
達
成
感
」
と
の
感
想
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

幅
広
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
リ
ス
ナ
ー
と
し

て
ラ
ジ
オ
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
人
に
番
組

に
出
演
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
「
出
演
し
て
楽
し
か
っ

た
」「
自
分
の
思
い
を
語
れ
た
」
と
い
う
声
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
高
崎
は
こ
れ
か
ら
も
、
い
ざ
と
い

う
時
の
防
災
・
災
害
情
報
の
発
信
に
備
え
な

が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
何
気
な
い
毎
日
を

穏
や
か
に
、
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
な
放
送

を
届
け
て
い
き
ま
す
。

ね
。
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
時
に
は
リ
モ
ー

ト
放
送
を
行
い
、
通
常
時
と
変
わ
ら
な
い
放

送
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最

近
は
ゲ
ス
ト
側
が
機
材
を
新
調
し
た
り
、
使

用
す
る
ソ
フ
ト
が
良
く
な
っ
た
り
、
ス
タ
ジ

オ
収
録
に
近
い
音
質
で
放
送
で
き
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
良
い
か
悪
い
か
…
…
ゲ
ス
ト

か
ら
は
「
ロ
ケ
を
理
由
に
収
録
を
休
め
な
く

な
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
ス
タ
ジ
オ
に
来

な
く
て
も
、
場
所
を
選
ば
ず
収
録
が
で
き
る

の
で
「
ど
こ
ま
で
も
追
い
か
け
て
く
る
ラ
ジ

オ
高
崎
」な
ん
て
言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

田
野
内
ア
ナ
と

ラ
ジ
オ
の
出
会
い

ラ
ジ
オ
高
崎
の
開
局
前
、
私
は
会
社
員
と

し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
に
関

わ
り
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
ラ
ジ
オ
高
崎
の

実
験
放
送
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
関

係
者
と
一
緒
に
数
か
月
ラ
ジ
オ
を
放
送
し
た

こ
と
で
す
。
当
時
は
録
音
取
材
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
担
当
し
て
い
て
、
喋
る
機
会
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
実
験
放
送
局
の

終
了
間
際
に
、
高
崎
映
画
祭
を
立
ち
上
げ
た

茂
木
正
男
さ
ん
と
2
時
間
の
ト
ー
ク
番
組
を

作
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
初
め
て

ラ
ジ
オ
で
話
す
機
会
が
あ
っ
て
、
や
り
取
り

す
る
楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
終
了
後
、
ラ
ジ
オ
高
崎
開

局
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
再
び
声
を
か
け
て
も

ら
っ
て
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
ま
し
た
。
毎
回

ゲ
ス
ト
を
招
く
こ
と
を
条
件
に
、
2
時
間
自

由
に
番
組
を
制
作
。
週
3
日
の
放
送
が
週
5

日
放
送
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
ず
っ
と
ラ
ジ
オ

高
崎
に
勤
め
て
い
ま
す
。
今
で
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
人
で
機
械
の
操
作
を
し

な
が
ら
ゲ
ス
ト
と
喋
る
と
い
う
濃
い
経
験
も

し
ま
し
た
。
自
分
の
放
送
や
他
の
人
の
ラ
ジ

オ
放
送
を
聞
き
比
べ
な
が
ら
“
聞
き
よ
う
、

聞
き
ま
ね
”
で
勉
強
し
て
き
た
こ
と
が
、
現

在
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
の
手
が
育
て
る

ま
ち
と
ラ
ジ
オ

放
送
に
携
わ
っ
て
感
じ
る
こ
と
は
、
高
崎

は
す
ご
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ま
ち
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
県
外
の
人
は
毎
週
末
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
し
、
私
も
特
番
の

取
材
な
ど
で
ま
ち
の
熱
い
思
い
を
受
け
取
っ
て

い
ま
す
。
ま
ち
を
楽
し
く
す
る
力
、
ま
ち
を

訪
れ
る
人
へ
の
お
も
て
な
し
の
力
が
年
々
高
ま

り
、
注
目
を
集
め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

現
在
メ
イ
ン
で
担
当
し
て
い
る
の
は
、
平

日
の
16
時
か
ら
19
時
ま
で
生
放
送
で
お
届
け

し
て
い
る
「
A
i
r 

P
l
a
c
e
」
で
す
。

群
馬
県
や
高
崎
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
を
ゲ

ス
ト
に
呼
ん
で
お
話
を
伺
う
ス
タ
イ
ル
で
放

送
し
て
い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
は
S
N
S
に
写

真
や
放
送
内
容
を
ア
ッ
プ
し
て
、
高
崎
を
発

信
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
番
組
を
通
じ
て
外

と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
が
、
ラ
ジ
オ

を
通
じ
て
高
崎
を
知
っ
て
も
ら
え
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
そ
う
い
っ
た
番

組
を
作
っ
て
、
多
く
の
人
に
高
崎
の
こ
と
を

広
く
知
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

10
月
か
ら
は
新
番
組「
高
崎
モ
ノ
め
ぐ
り
」

大友直人のClassical Anatomy
高崎芸術劇場 大友直人芸術監督が、独自の音楽芸術感でオーケストラや劇場公演などを徹底的
に解剖します
●毎週金曜10:30～10:45　【再放送】土曜20:00～20:15、日曜18:15～18:30、火曜19:15～19:30

劇場都市AIR
高崎芸術劇場の注目公演の見どころ・聴きどころを紹介しています
●毎週金曜19:00～19:15（第2・4週は再放送）　【再放送】水曜6：30～6：45

ギャラリートーク
高崎シティギャラリー展示室の情報をお届けしています
●毎週土曜9:15～9:29　【再放送】日曜10:30～10:44

ラジオ放送だけでなく、高崎市の防災情報や
気象情報もリアルタイムで発信しています。
ぜひ、ご利用ください。

専用アプリはこちらから

大江 響子
パーソナリティー

田野内 明美
パーソナリティー

JILL／ジル
PERSONZのボーカリスト。1984年JILL、本田毅、渡邉貢、藤田
勉でPERSONZを結成。1987年にテイチクBAIDISレーベルよ
り1stアルバム『PERSONZ』でメジャーデビュー。1989年には
タイアップの走りとなるTBSドラマ「ママハハブギ」に「DEAR 
FRIENDS」が起用されると、そのPOPかつストレートでメロデ
ィアスなサウンドは爆発的に日本中に伝わった。コロナ禍での
ライブやツアーの延期や中止を乗り越えて、2024年の結成40
周年を目指し邁進中。
ソロ活動として2017年、和楽器ユニット「三味線JILL屋」を結
成。衣装のデザインやリメイク、ミニMVの制作など、クリエー
ターとしての才能も発揮している。ラジオ高崎『Air Place』にレ
ギュラー出演中（毎月第1水曜日）。

株式会社ラジオ高崎
高崎市八島町26　TEL.027-322-5555

ON AIR 高崎財団の関連情報をラジオ高崎で発信しています！

2013年

2017年
開局20周年を迎え、Air Placeを大幅
リニューアル。県内外で活躍するタレ
ント、アーティストがパーソナリティに

4月・

高崎オーパ内にメディアスタジオを開
設

10月13日・

2020年
高崎市役所内に送信所を移転9月1日・
ラジオ高崎公式アプリをリニューアル
して配信開始

10月23日・

2011年

2003年

2002年

1997年

1998 年

2021 年

開局25周年を迎える4月・
2022年

2011 年
3月11日　東日本大震災

高崎市役所新庁舎完成

5月17日・ ラジオ高崎スマートフォン専用
アプリ配信開始

4月26日・ 高崎駅構内サテライトスタジオをJR
高崎駅東口に開設

2009年
3月1日・ 倉渕中継局開局

8月1日・ サテライトスタジオCOCOAをJR
高崎駅西口に開設

4月1日・ ラジオ高崎開局

4月・ 夕方の生放送番組Air Place放送開始

7・8月
東京2020オリンピック開催

1995 年
1月17日　阪神・淡路大震災

2013 年
5月18・19日
第1回榛名山ヒルクライム
in 高崎（ハルヒル）開催

2016 年
4月16日　熊本地震

2019 年
10月　令和元年台風第19号

ラジオ高崎の歩み

M
ESSA

GE

番組ゲストパーソナリティー

JILLさんからの
メッセージ

　 防災メディアとしての存在感
私は東日本大震災の時、東京のラジオ局でパーソナリティーを務めていま

した。どの避難所でもラジオが流れていて、みんなで「避難所にいる人たち
へ何を伝えよう」と話したことを覚えています。

ラジオ高崎は市民の皆さんが大切な情報を得るための情報網ですよね。最
近は地震や台風などの災害が多いので、まちの防災メディアとしての存在感
が増していると感じます。

　 ラジオがつくる、人との出会い
初めて「ラジオ高崎」に出演したのは10年ほど前。ライブのプロモーション

で出演し、それから番組「Air Place」のゲストパーソナリティーへお誘いいただ
きました。高崎はライブで頻繁に訪れていましたが、パーソナリティーとし
て月に一度訪れるのも楽しいです。特にさまざまな分野の専門家にお話を聞
く番組「大人の学校」では、多くの出会いや発見があります。リスナーの皆
さんも含め一人一人と向き合いながら話すことを大切にしています。

　 JILLさんが見つけた高崎の魅力
高崎はバンド活動が盛んで、音楽好きが多いイメージ。個人的には高崎芸

術劇場がお気に入りです。自然が豊かで文化施設が身近なまちの特徴を活か
して、さらにクリエイティブなものが生まれてほしいと思います。

先日はラジオ高崎のイベントとして東京でトーク&ライブを行いました。スタ
ジオを飛び出して高崎のことを伝えることにも積極的に取り組んでいます。音楽
活動で全国を巡っていますので、これからも各地で高崎をアピールしていきたい
ですね。まちなかによくいますので、見かけたら気軽に声をかけてほしいです。



13 12vol.12 ※公演内容については追加・変更等ある場合がございます。詳細や最新情報はWeb（ページ右上QRコード）等でご確認ください

高崎芸術劇場　
Webサイト

▲高崎芸術劇場  2023年度公演ラインアップ     〈2023.10-2024.3〉

高崎市施設プレイガイド（窓口発売日の10:00～）

■高崎芸術劇場〈2Fチケットカウンター〉（10:00～18:00）無休
■群馬音楽センター 月休 （8:30～17:15）
■高崎市文化会館 月休 （8:30～17:15）
■高崎シティギャラリー 無休 （8:30～17:15）
■箕郷文化会館・新町文化ホール・榛名文化会館・吉井文化会館 月・火休 （8:30～17:15）
■高崎市倉渕支所〈地域振興課〉・高崎市群馬支所〈地域振興課〉土・日・祝休（8:30～17:15）

窓口無休

無休

無休

無休

無休

■高崎芸術劇場メンバーズ（登録無料）
受付開始日の10:00～ Web  24時間受付

電話 10:00～18:00

■高崎芸術劇場チケットセンター 
027-321-3900（無休）

チケット取扱い

桂二葉 桂雀太

10/15（日）14:00開演
【スタジオシアター】 
【出演】桂二葉、桂雀太（ゲスト） ほか
【料金】全席指定 2,500円 完売御礼

桂二葉　高崎落語会

【出演】Char（ギター、ヴォーカル）
　　　澤田浩史（ベース） ほか
【料金】全席指定 9,500円

11/17（金）19:00開演 【スタジオシアター】
Char Live Tour 2023

2024/3/未定 【スタジオシアター】
人形浄瑠璃・文楽

【出演】北村明日人（ピアノ）
【曲目】J.S.バッハ／イタリア協奏曲 BWV 971
　　　モーツァルト／ピアノ・ソナタ ハ長調 K.545
　　　ブラームス／4つの小品 Op.119
　　　ベートーヴェン／ピアノ・ソナタ 第8番 ハ短調 Op.13「悲愴」
　　　グリーグ／ホルベルク組曲 Op.40
【料金】全席指定 2,000円

北村明日人
©Tomoko Hidaki

11/16（木）13:30開演 【音楽ホール】

高崎芸術劇場 大友直人 Presents
T-Shotシリーズvol.12
北村明日人 ピアノ・リサイタル

笠井信輔竹本泰蔵2024/3/9（土）14:00開演 【大劇場】
【出演】竹本泰蔵（指揮）、笠井信輔（ご案内役）、群馬交響楽団 ほか
【曲目】交響組曲『レ・ミゼラブル』から
　　　映画『カサブランカ』（映像付き） ほか
【料金】全席指定 S席 5,000円（U-25 2,500円）
　　　A席 4,000円（U-25 2,000円）　B席 3,000円（U-25 1,500円）
【チケット発売】

Web 12/8（金）10:00～　 電話 12/12（火）10:00～　 窓口 12/13（水）10:00～

群馬交響楽団×高崎芸術劇場
ＧＴシンフォニック・コンサート vol.6

『映画音楽名作選』

【出演】21（土）12:30開演 尾上松也（私役）、広瀬友祐（彼役）
　　　　　　 16:30開演 木村達成（私役）、前田公輝（彼役）
　　　22（日）12:30開演 松岡広大（私役）、山崎大輝（彼役）
【料金】全席指定 9,500円 完売御礼

尾上松也 松岡広大 山崎大輝木村達成広瀬友祐 前田公輝

10/21（土）12:30開演／16:30開演
10/22（日）12:30開演
【スタジオシアター】

ミュージカル『スリル・ミー』

2024/2/25（日）15:00開演 【音楽ホール】
【出演】伊藤恵（ピアノ）
【曲目】ベートーヴェン／
　　　ピアノ・ソナタ 第30番 ホ長調 Op.109
　　　ピアノ・ソナタ 第31番 変イ長調 Op.110
　　　ピアノ・ソナタ 第32番 ハ短調 Op.111
【料金】全席指定 S席 5,000円　A席 4,000円（U-25 1,500円）
【チケット発売】

Web 10/20（金）10:00～　 電話 10/24（火）10:00～　 窓口 10/25（水）10:00～

高崎芸術劇場 大友直人 Presents
T-Mastersシリーズvol.7
伊藤恵 ピアノ・リサイタル

※U-25料金は公演当日25歳以下の人が対象です　※車椅子席・介助席の購入は高崎芸術劇場チケットセンターまで電話でお申し込みください

【出演】荒木奏美（オーボエ）、秋元孝介（ピアノ）
【曲目】モーツァルト／ソナタ ヘ長調 K.13より第1楽章
　　　ドヴィエンヌ／ソナタ 第2番 ニ短調 Op.71
　　　R.シューマン／3つのロマンス Op.94
　　　ドラニシニコワ／ポエム
　　　A.パスクリ／椿姫の楽しい思い出 ほか
【料金】全席指定 2,000円

10/26（木）13:30開演 【音楽ホール】

高崎芸術劇場 大友直人 Presents
T-Shotシリーズvol.11
荒木奏美 オーボエ・リサイタル

荒木奏美

秋元孝介
©Kosuke Atsumi

12/21（木）18:30開演 【大劇場】

【出演】沼尻竜典（指揮）、砂川涼子・砂田愛梨（ソプラノ）、宮里直樹（テノール）
　　　髙田智宏・池内響・清水良一（バリトン）、妻屋秀和（バス）
　　　GTシンフォニック・コンサート・プロフェッショナル・シンガーズ（合唱）
　　　岸本大（合唱指揮）、澤村杏太朗（音楽アシスタント）、群馬交響楽団 ほか
【曲目】プッチーニ／《ラ・ボエーム》第1幕後半～第2幕
　　　ヴェルディ／《アイーダ》から「凱旋行進曲」 ほか
【料金】全席指定 S席 5,000円（U-25 2,500円）
　　　A席 4,000円（U-25 2,000円）　B席 3,000円（U-25 1,500円）

2024/2/11（日） 【スタジオシアター能舞台】
第22回高崎演能の会

【演目】能「山姥」（観世流） ほか

群馬交響楽団×高崎芸術劇場
ＧＴシンフォニック・コンサート vol.5

『オペラ・ガラ・コンサート』

沼尻竜典 髙田智宏砂川涼子 宮里直樹
©深谷義宣auraY2©深谷義宣auraY2©Yoshinobu Fukaya©Yoshinobu Fukaya

12/5（火）13:30開演／18:00開演 【大劇場】
【出演】宝塚歌劇団花組《主演》 永久輝せあ
【演目】ミュージカル・プレイ『激情』 ―ホセとカルメン―
　　　ネオ・ロマンチック・レビュー『GRAND MIRAGE!』
【料金】全席指定 S席 8,300円
　　　A席 5,500円　B席 3,000円 完売御礼

宝塚歌劇
花組全国ツアー高崎公演

2024/1/1（月・祝）13:30開演 【大劇場】

【出演】大友直人（指揮）、高野百合絵（ソプラノ）
　　　岡本誠司（ヴァイオリン）、阪田知樹（ピアノ）
【曲目】ジーツィンスキー／ウィーン、わが夢の街
　　　サラサーテ／ツィゴイネルワイゼン
　　　グリーグ／ピアノ協奏曲 イ短調から ほか
【料金】全席指定 S席 5,000円　A席 4,000円　B席 3,000円（U-25 1,500円）
【チケット発売】

Web 9/29（金）10:00～　 電話 10/3（火）10:00～　 窓口 10/4（水）10:00～

第34回 高崎元旦コンサート

10/26（木）14:00開演 【スタジオシアター能舞台】

日本全国　能楽キャラバン！
観世流　高崎特別公演

【演目】能「松風」観世清和（二十六世観世宗家）、狂言「昆布売」野村万作（人間国宝）
　　    半能「石橋」観世三郎太・下平克宏
【料金】全席指定 S席 10,000円　A席 8,000円　B席 5,000円　学生 2,000円

11/7（火）18:30開演 【大劇場】 

【出演】マリア・ホセ・シーリ（トスカ）
　　　フランチェスコ・ピオ・ガラッソ（カヴァラドッシ）
　　　マッシモ・カヴァレッティ（スカルピア）
　　　オクサーナ・リーニフ（指揮）、ボローニャ歌劇場管弦楽団／合唱団
【料金】全席指定 SS席 24,000円　S席 19,000円　A席 15,000円
　　　B席 11,000円　C席 7,000円（U-25 5,000円）
　　　車椅子席、介助席  15,000円

ボローニャ歌劇場
プッチーニ 『トスカ』

マリア・ホセ・シーリ オクサーナ・リーニフフランチェスコ・ピオ・
ガラッソ

マッシモ・
カヴァレッティ

©Oleh Pavliuchenkov©Lourdes Balduque©Lourdes Balduque©Michele Monasta

高野百合絵 阪田知樹岡本誠司
©Takayuki Abe ©Yuji Ueno

11/3（金・祝）14:00開演 【大劇場】

【出演】大友直人（指揮）
　　　戸澤采紀（ヴァイオリン）＊、小林海都（ピアノ）＊＊、群馬交響楽団
【曲目】オール・ベートーヴェン・プログラム
　　　ヴァイオリン協奏曲 ニ長調 Op.61＊
　　　ピアノ協奏曲 第5番 変ホ長調 Op.73「皇帝」＊＊
【料金】全席指定 S席 5,000円（U-25 2,500円）
　　　A席 4,000円（U-25 2,000円）　B席 3,000円（U-25 1,500円）

群馬交響楽団×高崎芸術劇場
ＧＴシンフォニック・コンサート vol.4 

『ザ・ベートーヴェン2』

大友直人
©Rowland Kirishima

戸澤采紀
©JUNICHIRO　MATSUO

小林海都
©Tsutomu Yagishita

©Ayustet

11/12（日）18:00開演
【スタジオシアター】 
【出演】EGO-WRAPPIN'、guest DJ 須永辰緒 ほか
【料金】1階 6,600円（オールスタンディング・整理番号付）
　　　2階 7,400円（指定席）

EGO-WRAPPIN'

伊藤恵
©武藤章

【出演】エリカ・ゲルトゼッツァー（ヴァイオリン）
　　　サーシャ・フレンブリング（ヴィオラ）
　　　コンスタンティン・ハイドリッヒ（チェロ）
　　　ディルク・モメルツ（ピアノ）
【曲目】ブラームス／ピアノ四重奏曲 第1番 ト短調 Op.25
　　　ムソルグスキー（グルズマン＆モメルツ編）／
　　　組曲「展覧会の絵」
【料金】全席指定 5,000円（U-25 2,000円）

12/9（土）14:00開演 【音楽ホール】
フォーレ四重奏団

©TIM KLÖCKNER

フォーレ四重奏団

EGO-WRAPPIN'

Char

©宝塚歌劇団
※写真は公演内容とは異なります

永久輝せあ



70年以上脈々と引き継がれる群響サウンド
それを奏でる個性あふれるメンバーを紹介します

群馬交響楽団YouTubeチャンネル（右記QR）
楽団員紹介コーナー「群響ダイアログ」もぜひご覧ください

■出身　神奈川県
■入団　2023年4月

福田 俊一郎
Shunichiro Fukuda

■印象に残っている最近の演奏会
「第44回森とオーケストラ」（2023.4.29）。
初めての野外コンサートで開放感のあるステージ
での演奏は良い経験になった。お客様もリラック
スして楽しんでいたのがとても印象的だった。

■好きな指揮者 
クラウス・マケラ、リッカルド・ムーティ
■好きな作曲家
マーラー、ブルックナー、ブラームス、
R.シュトラウス
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、
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お
客
様
に
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演
奏
会
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目
指
し
て

お
客
様
に
響
く
演
奏
会
を
目
指
し
て
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コンサートマスター

福田 俊一郎

群馬交響楽団 

時
に
主
役
と
な
る
軽
や
か
な
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
奏
で
、
時
に
重
厚
な
伴
奏
で
曲

の
下
支
え
役
を
演
じ
る
。「
多
彩
な
役
割

を
担
え
る
の
が
こ
の
楽
器
の
魅
力
の
一

つ
」。
そ
う
語
る
の
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
・
福
田
俊
一
郎
さ
ん
。
今
年
4
月
に

群
馬
交
響
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー

（
以
下
、
コ
ン
マ
ス
）に
就
任
し
た
。

生
家
が
祖
父
か
ら
父
へ
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
弦
楽
器
の
弓
を
専
門
に
扱
う
工
房

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
い
つ
も
身
近
に
楽

器
が
あ
っ
た
。
2
つ
上
の
姉
の
影
響
で
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
始
め
た
の
が
3
歳
の
と

き
。
後
に
妹
も
加
わ
り
、
き
ょ
う
だ
い
そ

ろ
っ
て
、
仲
む
つ
ま
じ
く
も
競
い
合
い
な

が
ら
、
練
習
に
励
む
子
ど
も
時
代
を
過
ご

し
た
。

恩
師
と
の
出
会
い
が
育
ん
だ
音
楽
の
礎

中
学
生
の
と
き
に
参
加
し
た
講
習
会
の

講
師
の
紹
介
で
、
関
西
在
住
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
・
小
栗
ま
ち
絵
氏
に
出
会
っ

た
。
音
楽
に
か
け
る
愛
情
に
感
銘
を
受
け

て
師
事
。
演
奏
の
技
術
や
曲
作
り
は
も
ち

ろ
ん「
生
活
面
や
日
々
の
過
ご
し
方
」に

ま
で
及
ぶ
き
め
細
か
な
指
導
で
、
音
楽
と

の
向
き
合
い
方
を
学
ん
だ
。

普
通
高
校
に
進
学
し
た
が
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
レ
ッ
ス
ン
は
欠
か
さ
ず
、
音
楽
家

へ
の
夢
を
抱
き
続
け
て
い
た
。
受
験
勉
強

に
本
腰
を
入
れ
る
友
人
た
ち
と
は
一
線
を

画
し
、
毎
年
、
海
外
の
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス

に
参
加
。
音
楽
へ
の
思
い
は
ま
す
ま
す
高

ま
り
、
東
京
音
楽
大
学
に
入
学
し
た
。
こ

こ
で
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
大
谷
康

子
氏
に
師
事
。
音
楽
を
と
に
か
く
楽
し
ん

で
い
る
印
象
が
心
に
響
い
た
。
大
学
の
授

業
で
初
め
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
経
験
し
た

が
、
コ
ン
マ
ス
の
勉
強
法
や
指
揮
者
と
の

関
わ
り
方
な
ど
、
大
学
時
代
を
通
し
て
指

導
を
仰
い
だ
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ら
で
は
の
面
白
さ

大
学
時
代
に
は
、
学
外
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
す
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
。
4
年
生
の
と
き
に
、
8
つ
の
音
楽

大
学
合
同
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
参
加
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
、
コ
ン
マ
ス
の
大
役
を
務

め
た
。
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
第
6
番
と
い

Vol.12

う
演
目
も
初
め
て
。
自
身
の
音
楽
人
生
を

振
り
返
っ
て
も
、
強
く
印
象
に
残
る
経
験

の
一
つ
だ
。
一
人
で
は
味
わ
え
な
い
経

験
、
色
ん
な
音
楽
と
の
関
わ
り
方
が
で
き

る
と
こ
ろ
が
魅
力
。「
み
ん
な
で
曲
作
り

に
向
き
合
い
、
一
つ
の
曲
を
奏
で
る
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
醍
醐
味
を
知
っ
た
」。

聴
衆
の
期
待
に
応
え
る
演
奏
会
を

東
京
音
楽
大
学
大
学
院
を
首
席
で
卒

業
。
そ
の
後
、
在
学
中
に
ゲ
ス
ト
出
演
し

た
こ
と
が
縁
で
群
響
か
ら
声
が
か
か
り
、

入
団
が
実
現
し
た
。「
高
崎
は
気
さ
く
な

人
が
多
い
ま
ち
。
演
奏
会
の
お
客
様
か
ら

は
群
響
へ
の
期
待
や
温
か
な
ま
な
ざ
し
を

感
じ
る
」。
楽
団
に
つ
い
て
は「
音
楽
に

対
し
て
反
応
が
素
直
」と
そ
の
印
象
を
語

る
。
指
揮
者
や
ソ
リ
ス
ト
の
表
現
し
た
い

音
楽
へ
の
共
感
が
、
団
員
の
表
情
や
演
奏

に
表
れ
て
い
る
と
い
う
。

7
月
の
第
5
9
0
回
定
期
演
奏
会
で

は
、
入
団
後
初
の
コ
ン
マ
ス
を
務
め
、
確

か
な
手
応
え
を
感
じ
た
一
方
で
、
課
題
も

見
い
だ
せ
た
。「
ど
の
演
奏
会
で
も『
今
回

は
こ
こ
が
良
か
っ
た
！
』と
言
っ
て
も
ら

え
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
目
指
す
。
楽
団
員

の
演
奏
や
調
子
を
し
っ
か
り
見
な
が
ら
コ

ン
マ
ス
の
役
割
を
果
た
し
た
い
」。
奏
者

一
人
一
人
が
思
い
描
く“
音
”を
ど
う
ま

と
め
上
げ
て
い
く
の
か
。
群
馬
交
響
楽
団

“
新
生
”コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の
挑
戦

に
期
待
は
高
ま
る
。

SpecialSpecial
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